
 

 

 

 

 

 

  

「Ａ４、ミニマムになる」 
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〈

人

物

表

〉

 

小
崎 

泰
智 

（
１
７
）
高
校
生
。
身
体
強
化
者
。
関
節
ご
と
Ａ
４
サ
イ
ズ
分
伸
縮
す
る 

富
田 
耀 

（
１
７
）
高
校
生
。
身
体
強
化
者
。
力
が
強
い 

 

大
伴 

慶
介 
（
６
８
）
住
宅
街
に
暮
ら
す
定
年
退
職
者 

西
田 

友
佳 

（
２
６
）
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
す
主
婦 

赤
ん
坊 

養
護
教
諭 

女
性
１ 

女
性
２ 
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１
． 

住
宅
街
・
道
（
昼
） 大

伴
慶
介
（
６
８
）
が
歩
い
て
い
る
。 

空
を
見
上
げ
る
。
ス
カ
ッ
と
し
た
青
空
。 

女
性
１
「
う
ち
も
布
団
干
さ
な
く
ち
ゃ
ね
ぇ
」 

女
性
２
「
久
し
ぶ
り
の
お
天
気
だ
も
ん
ね
ぇ
」 

大
伴
、
井
戸
端
会
議
を
横
目
に
、
周
囲
を
見
る
。 

ど
の
家
も
洗
濯
物
や
布
団
を
干
し
て
い
る
。 

 

２
． 

高
校
・
教
室
・
内
（
昼
） 

休
み
時
間
で
騒
が
し
い
教
室
。 

小
崎
泰
智
（
１
７

）、

席
で
「
そ
れ
い
け
レ
ス
キ
ュ
ー
」
と

い
う
本
を
読
ん
で
い
る
。 

富
田
耀
（
１
７

）
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
片
手
に
近
づ
く
。 

耀 
 

「
お
い
、
Ａ
４
（
エ
ー
ヨ
ン
）
。
ゴ
ー
ル
作
れ
よ
」 

泰
智
、
お
ど
お
ど
と
耀
を
見
る
。 

泰
智 

「
僕
、
忙
し
い
ん
だ
け
ど…

…

」 

耀 
 

「
そ
れ
か
、
お
前
が
弾
む
ん
で
も
い
い
け
ど
よ
」 

耀
、
ボ
ー
ル
を
掴
む
手
に
力
を
入
れ
る
。
ミ
シ
ミ
シ
と
音
。 

泰
智 

「
い
、
い
つ
も
の
感
じ
だ
よ
ね
！
」 

泰
智
、
慌
て
て
立
ち
上
が
る
。 

腕
を
あ
げ
る
。 

関
節
ご
と
に
３
０
セ
ン
チ
弱
ほ
ど
伸
び
る
。 

指
先
を
組
み
、
ゴ
ー
ル
代
わ
り
の
輪
を
作
る
。 

耀
、
近
く
の
同
級
生
に
ス
マ
ホ
を
渡
す
。 

耀 
 

「
ち
ゃ
ん
と
撮
っ
と
け
よ
」 

耀
、
教
室
の
端
に
移
動
。 

ド
リ
ブ
ル
で
近
づ
く
。 

泰
智
の
指
先
に
向
か
っ
て
飛
び
上
が
る
。 

渾
身
の
ダ
ン
ク
シ
ュ
ー
ト
。 

泰
智 

「
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」 

泰
智
、
ボ
ー
ル
と
共
に
崩
れ
落
ち
る
。 

関
節
が
元
に
戻
っ
て
い
く
。 

し
か
し
、
指
は
戻
ら
ず
、
あ
ら
ぬ
方
向
に
曲
が
っ
て
い
る
。 

耀 
 

「
撮
れ
高
、
最
高
」 



 2 

泰
智
、
悶
え
続
け
て
い
る
。 

耀 
 

「
う
っ
せ
ぇ
よ
。
す
ぐ
治
ん
だ
ろ
」 

泰
智
、
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
耀
を
睨
む
。 

 

３
． 
高
校
・
保
健
室
・
内
（
昼
） 

泰
智
、
腕
に
包
帯
を
巻
か
れ
、
三
角
巾
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。 

養
護
教
諭
「
し
ば
ら
く
身
体
強
化
禁
止
ね
」 

泰
智 
「
足
も
で
す
か
？
」 

養
護
教
諭
、
吹
き
出
す
。 

養
護
教
諭
「
足
？ 

伸
ば
す
の
？
」 

泰
智
、
養
護
教
諭
か
ら
目
を
逸
ら
す
。 

泰
智 

「
伸
ば
さ
な
い
で
す
け
ど
」 

養
護
教
諭
「
他
の
と
こ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
わ
れ
ち
ゃ
う
か
ら
さ
。
せ
め
て
今

日
明
日
は
や
め
と
き
な
ね
。
じ
ゃ
な
い
と
知
ら
な
い
よ
ぉ
？
」 

と
、
お
も
し
ろ
げ
。 

泰
智 

「
気
を
付
け
ま
す
」 

 

４
． 

通
学
路
（
夕
） 

下
校
時
間
帯
。
生
徒
が
ま
ば
ら
に
歩
い
て
い
る
。 

サ
イ
レ
ン
の
音
。 

泰
智
の
横
を
消
防
車
が
通
る
。 

泰
智
、
消
防
車
の
行
く
先
を
見
る
。 

遠
く
の
住
宅
街
か
ら
煙
。 

耀
、
泰
智
を
後
ろ
か
ら
ど
つ
く
。 

耀 
 

「
Ａ
４
、
火
事
見
に
行
く
ぞ
」 

泰
智 

「
僕
、
耀
く
ん
の
せ
い
で
骨
折
し
て
る
ん
だ
け
ど
」 

耀
、
泰
智
の
三
角
巾
を
引
っ
張
っ
て
歩
き
出
す
。 

耀 
 

「
俺
の
雄
姿
を
撮
る
ん
だ
よ
！
」 

泰
智 

「
痛
い
！ 

も
っ
と
折
れ
ち
ゃ
う
！
」 

耀 
 

「
ん
だ
よ
」 

耀
、
泰
智
を
片
手
で
担
ぐ
。 

そ
の
ま
ま
足
に
力
を
入
れ
、
走
り
出
す
。 

消
防
車
を
追
い
越
し
、
一
気
に
住
宅
街
へ
。 
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５
． 

ア
パ
ー
ト
・
前
（
夕
） 

耀
、
泰
智
を
降
ろ
す
。 

目
の
前
に
は
燃
え
盛
る
三
階
建
て
ア
パ
ー
ト
。 

出
火
元
は
一
階
。
手
が
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
燃
え
て
い
る
。 

近
隣
住
民
た
ち
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
し
て
い
る
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
。 

赤
ん
坊
の
泣
き
声
。 

友
佳 
「
た
す
け
て
ー
！
」 

三
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
西
田
友
佳
（
２
６
）
が
助
け
を
求
め
て

い
る
。
腕
に
赤
ん
坊
。 

耀 
 

「
こ
れ
使
え
！
」 

耀
、
泰
智
に
ス
マ
ホ
を
投
げ
る
。 

す
で
に
カ
メ
ラ
が
起
動
し
て
い
る
。 

耀
、
脚
を
伸
ば
し
て
準
備
運
動
。 

泰
智 

「
ま
さ
か
走
っ
て
い
く
気
！
？
」 

耀 
 

「
あ
そ
こ
」 

耀
が
指
さ
す
。 

ア
パ
ー
ト
の
側
面
。
小
窓
し
か
な
く
、
火
の
手
が
強
く
な
い
。 

そ
こ
に
排
水
管
が
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
て
い
る
。 

耀 
 

「
あ
れ
で
よ
じ
登
っ
て
、
帰
り
は
飛
び
降
り
る
！
」 

泰
智 

「
い
く
ら
耀
く
ん
で
も
無
理
だ
よ
！ 

だ
っ
て
！
」 

耀
、
走
り
出
す
。 

 

６
． 

ア
パ
ー
ト
・
横
（
夕
） 

壁
を
踏
み
込
み
、
排
水
管
を
掴
む
。 

耀 
 

「
あ
ち
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
」 

耀
、
転
が
る
。 

火
の
粉
が
顔
に
つ
き
、
更
に
悲
鳴
。 

泰
智
、
耀
に
駆
け
寄
る
。 

泰
智 

「
こ
う
い
う
の
は
熱
く
な
る
ん
だ
っ
て
ば…

…

」 

耀 
 

「
早
く
言
え
よ
っ
」 

一
階
か
ら
爆
発
音
。 

赤
ん
坊
の
泣
き
声
が
大
き
く
な
る
。 

耀
、
静
か
な
声
で
、 
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耀 
 

「
じ
ゃ
あ
ど
う
す
ん
だ
よ
」 

泰
智
、
耀
か
ら
視
線
を
逸
ら
す
。 

そ
の
先
に
民
家
。
庭
に
布
団
が
干
し
て
あ
る
。 

あ
た
り
を
見
る
と
、
布
団
を
干
し
て
い
る
家
が
多
い
。 

耀 
 

「
こ
ん
な
能
力
あ
っ
た
っ
て
意
味
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
！
」 

泰
智 

「
あ
る
よ
」 

耀
、
驚
く
。 

泰
智 
「
僕
ら
で
助
け
よ
う
」 

泰
智
の
足
元
に
包
帯
が
は
ら
り
と
落
ち
る
。 

 

７
． 

ア
パ
ー
ト
・
前
（
夕
） 

泰
智
、
両
手
を
大
き
く
広
げ
て
い
る
。 

目
を
閉
じ
て
精
神
統
一
中
。 

周
囲
の
人
間
は
訝
し
気
。 

そ
の
中
に
い
た
大
伴
、
近
寄
っ
て
、 

大
伴 

「
君
、
危
な
い
か
ら
下
が
っ
て
な
さ
い
」 

耀 
 

「
俺
ら
、
身
体
強
化
者
で
す
」 

大
伴 

「
ど
ん
な
能
力
？
」 

耀 
 

「
俺
、
筋
肉
。
あ
っ
ち
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
伸
縮
」 

大
伴 

「
え
ぇ
？
」 

耀 
 

「
見
て
ろ
っ
て
」 

泰
智
、
目
を
開
く
。 

上
半
身
の
関
節
と
い
う
関
節
に
縦
３
０
セ
ン
チ
弱
、
横
２
１

セ
ン
チ
足
さ
れ
る
。
厚
み
は
増
え
な
い
。 

首
が
三
階
に
近
づ
く
。
体
は
二
階
程
度
の
高
さ
に
あ
る
。 

泰
智 

「
僕
が
受
け
止
め
ま
す
！ 

飛
び
降
り
て
く
だ
さ
い
！
」 

周
囲
が
ど
よ
め
く
。 

大
伴 

「
そ
ん
な
細
っ
こ
い
体
で
無
茶
だ
よ
！
」 

耀 
 

「
だ
か
ら
見
て
ろ
っ
て
」 

耀
、
大
量
の
布
団
を
抱
え
て
い
る
。 

泰
智
の
後
ろ
に
積
み
上
げ
る
。 

そ
し
て
、
布
団
の
山
を
支
え
る
よ
う
に
し
て
踏
ん
張
る
。 

耀 
 

「
Ａ
４
、
行
く
ぞ
！
」 

泰
智
、
体
に
力
を
入
れ
る
。 
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体
が
Ａ
４
以
上
に
伸
び
て
い
く
。 

泰
智
の
髪
が
逆
立
つ
。 

腕
を
緩
く
組
み
前
へ
。
ゆ
り
か
ご
の
よ
う
な
形
状
。 

大
人
二
人
包
み
込
め
る
ぐ
ら
い
に
大
き
い
。 

泰
智 

「
早
く
！ 

こ
こ
へ
！
」 

友
佳
、
躊
躇
す
る
。 

二
階
か
ら
爆
発
音
。 

友
佳
、
焦
り
、
赤
ん
坊
だ
け
投
げ
る
。 

泰
智
、
キ
ャ
ッ
チ
。 

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
布
団
へ
ダ
イ
ブ
。 

耀
が
が
っ
ち
り
と
支
え
る
。 

耀 
 

「
泰
智
、
も
う
一
回
い
け
る
か
」 

泰
智 

「
う
ん
！
」 

泰
智
、
傍
に
い
た
大
伴
に
赤
ん
坊
を
渡
す
。 

体
勢
を
整
え
、
体
を
伸
ば
す
。 

耀
、
布
団
を
泰
智
に
寄
せ
る
。 

布
団
の
斜
面
が
で
き
る
。 

耀
、
助
走
を
つ
け
、
駆
け
上
が
る
。 

泰
智
、
倒
れ
な
い
よ
う
堪
え
る
。
痛
み
に
耐
え
る
顔
。 

耀
、
泰
智
の
背
中
を
駆
け
上
が
り
、
跳
ぶ
。 

友
佳
の
元
に
着
地
。 

友
佳
を
担
ぎ
、
飛
び
降
り
る
。 

三
階
か
ら
爆
発
音
。 

耀
、
友
佳
と
と
も
に
布
団
の
山
に
着
地
。 

泰
智
、
駆
け
寄
る
。 

耀
、
拳
を
突
き
出
す
。 

泰
智
、
拳
を
合
わ
せ
る
。 

泰
智 

「
い
っ
た
ぁ
ぁ
ぁ
」 

耀 
 

「
そ
う
い
や
お
前
、
折
れ
て
ん
だ
っ
け
」 

 

８
． 

高
校
・
教
室
・
内
（
昼
） 

休
み
時
間
。 

泰
智
、
書
き
物
を
し
て
い
る
。
体
は
小
学
生
ほ
ど
の
大
き
さ
。 

耀
、
泰
智
の
前
の
席
に
座
る
。 



 6 

耀 
 

「
ミ
ニ
マ
ム
、
動
画
撮
ら
ね
ぇ
？
」 

泰
智 

「
撮
ら
な
い
。
今
、
小
説
書
い
て
ん
だ
か
ら
」 

耀 
 

「
能
力
使
い
す
ぎ
て
小
さ
く
な
っ
た
男
の
話
？
」 

泰
智 

「
う
っ
さ
い
な
。
救
急
隊
の
話
だ
よ
」 

耀 
 

「
じ
ゃ
あ
俺
が
モ
デ
ル
だ
」 

泰
智 

「
売
れ
た
ら
骨
折
の
慰
謝
料
と
し
て
も
ら
っ
と
く
ね
」 

耀 
 

「
骨
は
一
日
で
治
っ
た
ろ
ー
」 

泰
智
、
耀
を
小
突
く
。 

ふ
た
り
、
笑
い
合
う
。 

 

９
． 

住
宅
街
・
道
（
昼
） 大

伴
が
歩
い
て
い
る
。 

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
友
佳
と
す
れ
違
う
。 

周
囲
を
見
る
。 

ど
の
家
も
真
新
し
い
布
団
を
干
し
て
い
る
。 

空
は
ス
カ
ッ
と
し
た
青
空
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
お
わ
り
） 


